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研究成果の概要：近代宗教学思想の展開に大きな役割を果たした、デュルケーム、モース、ユ

ベールら社会学年報学派の宗教研究を再検討した。とくに、彼らの共同作業の内実に着目し、

当時の社会的・思想的コンテクストをも参照しつつ分析を進めた結果、学派に共通する宗教研

究の枠組みが、『社会学年報』のアナリーズ（書評）欄の構成に体現されていること、またユベ

ール、モースとデュルケームの緊密な共同作業に基づく「供犠の本質と機能に関する試論」

(1899)の生成過程のなかに、このような共通の枠組みの始点が存在することが明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 

周知のようにエミール・デュルケームは、

1898年創刊の『社会学年報(l’Année sociolo- 

gique)』を拠点として、当時の新進気鋭の若

手研究者を糾合し、社会学年報学派と称され

る研究者グループを組織した。この学派の活

動は後の社会学・人類学の展開に大きな影響

を及ぼしたが、なかでもデュルケームとモー

スを中心として繰り広げられた宗教研究は、

学派の研究活動において中核的位置を占める

とともに、供犠、呪術、葬送、口承儀礼、ト

ーテミスムやマナイスムといった個々のトピ

ックスについてのみならず、聖俗論の視座の

確立、宗教の社会的機能の解明、分類体系や

象徴に関わる集合表象論などの方法論的議論

において、宗教学の領域にも計り知れない影

響を与え続けてきた。社会学年報学派による

そのような宗教研究の成果はしばしば連名で

発表され、それらが緊密な共同作業の所産で

あったことは周知の事実である。 
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しかしながら、社会学年報学派による宗教

研究に関する従来の研究は、マルセル・モー

スやデュルケームら個々の研究者の業績を個

別に取り扱う傾向が強く、その共同作業の内

実や、学派による宗教研究の全体像を問う視

角はほとんど皆無の状況にある。 

本研究の第一の特色は、社会学年報学派の

宗教研究の中核がモースとデュルケームの共

同作業に基づいていた事実に着目し、その内

実を、両者の宗教研究関連の論著、書簡など

の精査を通じて具体的に解明しようとする点

にある。 

他方で私は、デュルケームの主要テクスト

の内在的な検討作業を通じて、彼の宗教研究

の全体像の解明に取り組んできた。それは、

宗教の社会的規制機能ないしは統合機能を強

調し、あるいはすべての社会制度の胚珠とし

て「原始宗教」を研究する発生論的な宗教研

究から、宗教、とりわけ祭祀における集合的

沸騰のなかに人間と社会の生の活力源を見出

そうとする人間学的な宗教理解への展開とし

て把握される（山崎亮『デュルケーム宗教学

思想の研究』未来社、2001年）。 

本研究は、以上のような私のデュルケーム

宗教論研究の成果を直接の基盤としつつ、そ

の検討作業の範囲を社会学年報学派による宗

教研究にまで拡大・深化させようとする試み

として位置づけることができる。 

さらに、本研究は、社会学年報学派の宗教

研究の意義を再検討することで、同時に宗教

研究全般の基本的枠組みの再検討という性格

をも併せ持っており、従って、私自身が取り

組んでいる現実の宗教現象――とくに宗教民

俗を中心とした日本宗教――の実証的研究に

も、方法論的・理論的示唆を与えることが大

いに期待される。 

 

２．研究の目的 

本研究は、2005（平成17）年度から2008

（平成20）年度までの4年間で、19世紀末か

ら20世紀初頭にかけてのフランス社会学年報

学派による宗教研究のあり方を検証し、宗教

学の視点からその意義を再検討することを目

的としている。 

本研究では、社会学年報学派による宗教研

究のなかでも、とくに中心的役割を果たした

モースとデュルケームに焦点を合わせ、1)モ

ースとデュルケームによる宗教研究関連テク

ストの内容を詳細に検討して両者の共同作業

の過程を具体的に解明するなかで、社会学年

報学派の宗教研究の特徴を浮き彫りにし、2)

当時の社会的・思想的コンテクストのなかに

社会学年報学派の宗教研究を位置づけ、3)宗

教学説史におけるその意義を再検討する。 

 

３．研究の方法 

(1)デュルケームとモースの宗教研究関連テ

クスト――論文、書評、書簡など――の精査

を通じて、その共同作業の内実を具体的に解

明する。 

(2)社会学年報学派に関連する学説史上の先

行文献、当時のフランスにおける社会的・思

想的背景に関連する研究文献、さらにイギリ

ス社会人類学に関連するテクスト・研究文献

などを素材として、社会学年報学派の宗教研

究に関わるコンテクストを検討する。 

(3)研究成果の一端を、学術論文あるいは学会

の場で公表し、内外の研究者と意見交換を行

って研究の深化・展開を図る。 

(4)Fonds Maussに含まれる一次資料の調査

を実施し、デュルケームとモースの共同作業

の解明に役立てる。 

 

４．研究成果 

(1)2005年度から2006年度にかけて 

『社会学年報』全12巻のアナリーズ欄にお

ける宗教社会学セクションの項目の変遷を、

モース、アンリ・ユベール、デュルケームら

による関連文献を渉猟しつつ、詳細に検討し

た。この結果、宗教的表象（信念）と宗教的

実践（儀礼）、社会組織、並びにそれらを包摂

する全体的な宗教体系という４つのカテゴリ

ーが、1904年頃から、宗教研究の枠組みとし

て社会学年報学派に共有されていく過程を解

明した。その成果の一端は、学会発表⑥「社

会学年報学派の宗教学思想・序説」として、

印度学宗教学会第49回学術大会（於大正大、

2006.6. 10）において口頭で発表し、社会的

背景の問題も視野に収めながらその内容を拡

充・深化させて雑誌論文④「社会学年報学派

の宗教学思想・序説――『社会学年報』宗教

社会学セクションの構成を中心に――」（『島

根大学教育学部紀要』40、2006.12）として

公表している。 

この基礎的作業をふまえて、ユベールとモ

ースによる1899年の論文「供犠の本質と機能

に関する試論(Essai sur la nature et la fonc- 

tion du sacrifice)」（以下、「供犠論」と略記

する）の生成過程を、モース宛のデュルケー

ムの書簡なども参照しながら検討した。その

結果、ユベールとモースの実質上の処女作で

あるこの論文には、供犠をとらえる基本的な

視角などをめぐって、デュルケームによるか

なり積極的な関与が存在することが明らかと

なった。その成果の一端は、学会発表⑤「ユ

ベール・モース供犠論の生成」として、日本



 

宗教学会第65回学術大会（於東北大、2006. 

9.18）にて口頭で発表した。とりわけ、社会

学年報学派に共有された宗教研究の枠組みの

析出は、内外に例を見ない独創的な研究成果

と言い得る。 

(2)2007年度 

引き続き『社会学年報』の宗教社会学セク

ションのアナリーズの内容を継時的に分析す

るとともに、ユベール・モース「供犠論」 (1899)

の生成過程と、これに対するデュルケームの

影響を検討した。また、ノルマンディー地方

Caen市近郊に位置するIM EC (l’Institute 

Mémoires de l’édition contemporaine)に赴

き、そこに保管されているFonds Mauss（モ

ース文庫＝以前コレージュ・ド・フランスに

保管されていたモース関連の一次資料）の調

査を行なった。その結果、膨大な量に上る草

稿、ゲラ刷りやノート、書簡などが所蔵され

ていることを確認し、その一部に関して分析

を試みた。 

社会学年報学派の活動の時代的背景に関し

ては、Philippe Besnard, Etudes durkheimiennes 

(2003)、 Frederico Rosa, L’âge d’or du totémisme 

(2003)やRobert Alan Johnes, The Secret of Totem 

: Religion and Society from Mc lennan to Freud 

(2005)等を参照点として分析を進めていたが、

2007年11月、Marcel Fournierによって、デュル

ケームに関する浩瀚で画期的な評伝Emile 

Durkheim (1858-1917)が刊行され、その一部に

ついて集約的な検討を試みている。 

これらの作業と並行して、社会学年報学派

の周辺に位置するレヴィ・ブリュルの著作、

とりわけ、1910年刊行の『未開社会の思惟』

を集約的に検討し、社会学年報学派による影

響ならびに彼自身の独自の宗教研究の意義を

探っている。またデュルケーム並びに社会学

年報学派の宗教研究を日本に最初に紹介した

古野清人の業績の再検討も試みている。その

成果の一端は、図書②『宗教学文献事典』の

レヴィ・ブリュル『未開社会の思惟』、古野

清人『古野清人著作集』などの項目において

発表した。 

同じく2007年度には、IMECでの調査結果

をふまえ、Fonds Maussの大量の一次文献の

調査・分析に基づいて、デュルケーム、モー

スのみならず、ユベール、ロベール・エルツ

らも含めて、社会学年報学派の宗教研究の全

体像を内在的に解明する必要性から、「社会

学年報学派の宗教研究に関する体系的研究」

という研究課題名で、「研究計画最終年度前

年度の応募」として平成20年度科研費に新規

応募し、幸いにも採用された。従って2008年

度の研究成果は、この新たな課題に対応する

ものとなっている。 

(3)2008年度 

IMECに赴いてのFonds Maussの調査、と

りわけ「供犠論」に関わる草稿、ゲラ刷り等

の精査の成果をふまえ、「供犠論」のテクス

ト、並びにLettre à Mauss (PUF,1998)等に収

録されているモースとユベール宛のデュルケ

ームの書簡の精査に基づき、FournierやBes- 

nardらの二次文献も援用しつつ、この論文の

「困難で混沌とした」生成過程――Besnard

の表現による――を詳細に分析・検討した。

この結果、 

①1899年の『社会学年報』第２巻に掲載され

た「供犠の本質と機能に関する試論」の生成

には、共著者としてのユベールとモースのみ

ならず、いわば「隠された共同作業」として

デュルケームが積極的に関与しており、とく

にその結論部分には、デュルケームの直接的

な関与が読み取れること、 

②デュルケームはこの作業のなかで、宗教現

象としての供犠そのものの解明に導かれ、こ

れに没頭する過程で、儀礼が社会活性化の機

能をもつという新たな視点にたどり着いたこ

と、またその背景には、個人に対する強制的

な側面においてのみ社会をとらえる彼の従来

の社会観の転換が看取されること、 

③1897年の『自殺論』刊行以後、デュルケー

ムの宗教研究を規定していた進化主義的な発

生論的観点が後退し、三者の共同作業の過程

で、おそらくはユベールとモースの主導によ

り、共時的、総体的な視点が、社会学年報学

派の宗教研究の共通の方向性として確立され

たこと、 

以上の３点が明らかとなった。「供犠論」の

生成過程は、社会学年報学派としての宗教研

究の出発点であるにとどまらず、発生論的観

点に依拠していたデュルケームによる従来の

宗教研究の転回点でもあった。この成果の一

端は、雑誌論文①「ユベール・モース「供犠

の本質と機能に関する試論」の生成――社会

学年報学派の宗教学思想１――」において発

表している。 

 

 本研究においては、社会学年報学派の宗教

研究における共通の枠組み（表象、儀礼、社

会組織、宗教体系の４つのカテゴリー、並び

にその前提となる共時的・総体的視点）が明

らかとなり、さらに、そのような枠組みが形

成される始点に、「供犠論」の生成にまつわ

るデュルケーム・ユベール・モース三者の錯

綜した共同作業が位置していたことが確認さ

れた。社会学年報学派の共同作業に着目する

ことによって、従来の個別的なデュルケーム



 

研究やモース研究に新たな光を投げかける、

独自の成果を上げることができた、と自負し

ている。 

今後は、学派におけるトーテミスム像の変

遷、さらに呪術論とマナイスムをめぐる議論

の展開に着目しつつ、社会学年報学派による

宗教研究の全体像の解明に邁進したいと考え

る。 
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